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大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 Refine　より良いクラブへ 」

（2ページに続く）

地域社会の経済発展月間 / 米山月間

引き続き加藤諦三氏の「早稲田大学最終講義」につい
ての紹介です。
前回、アメリカほどの格差社会において格差問題はな
い。現象はそのままで問題になることはなく、捉え方次第
であることを申しました。その事実と心の関係についてで
す。
「赤面恐怖症」であれば、人前で顔が赤くなることは
普通のことであり問題ではない。赤面した事を極端に恥
じたり自分を責めたり、人前で話せなくなったりしてしま
うといった「赤面という現象」の捉え方に問題があると赤
面恐怖症になってしまいます。
楽観的な人、悲観的な人に分けて風邪のウィルスに罹
患させたところ、楽観的な人は風邪をひかない、もしくは
軽症で済んだという実験結果からも 心（解釈の仕方）が
健康にまで影響を与えることが分かっています。
社会政策を考えた時に、幸福論はトップダウンが正し
いが社会政治経済政策はボトムアップを前提として組み
立てられることが多く、結果チグハグになっていると指摘

われらがロータリー 里の秋

〈第1845回〉 2024年10月29日（火） 本年度第13回

担当：中村会員 担当：赤井会員　

11月12日（火）

されています。これは幸福は、心の持ちよう（トップ）の
影響が、稼ぎの良し悪し、社会的地位の高低といった諸
条件（ボトム）よりも大きいので、諸条件だけを改善し
ても効果が出ないということです。
例えば、徳育という道徳教育が始まっていますが、一
方で成果主義、能力主義が助長されている中で、植物
も土壌が合わなければ育たないように、徳育の成果は
出ないであろう　高齢化対策も然り　と指摘されてい
ます。
世界１１か国で行われた青年の満足度調査で、日本
の青年の満足度が一番低かった結果が出たそうですが、
調査対象には発展途上国も含まれていました。普通に
考えれば、日本ほど経済的に豊かな国が満足度におい
て、それらの国に劣後する事は考えられないのに、実際
は違う。つまり 諸条件＝ボトム が 幸福＝トップ に結び
ついていない事の最たる事例であり、ここに政策のチ
グハグさが現れています。諸条件を改善するだけでは
なく、トータルでバランスを考えて政策を打っていく必
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（１ページより）

￥10,000-　　　　　　累計　￥74,000.-

累計：￥8,500.-ライトミール振替 5/14

中 村 会 員 今月は米山月間ですので、地区から米山副
委員長の松田　振興（のぶあき）様と学友
会会長の呉　偉偉(ご　いい）様におこし
頂き「米山奨学事業とは」についてお話し
頂きます
皆様には米山へのご協力を宜しくお願い
致します

大 草 会 員 次週　夜例会、欠席させて頂きます
申し訳ございません

累計　￥194,000.-￥3,000.-

みなさん、こんにちは。
今後の予定をご報告いたします。

要があると指摘されています。
これらを聞くとやはり日本固有の古き良き価値観がな

くなりつつあるように危惧してしまいます。続きをまた次
回にお話させて頂きます。

■10月22日／15時より日本語作文コンクール授賞式
に参加して参ります。
　参加者：吉羽会長・秀島委員長・中村会員・稲垣会員・中森
■10月26日／カイツブリ会が名門柳生カントリークラ
ブにて開催されます。
■10月29日／夜例会でございます。台湾より多くのゲ
ストが来場予定です。
■11月29日‐30日／地区大会が大阪国際会議場ー
リーガロイヤルホテルで開催されます。
■12月13日／クリスマス家族会となっております。

本日の例会後16時から日本語作文コンクールの表
彰式を行います。それに先立ち、15時より授業参観を
予定しております。今のところ５名が出席予定です
が、追加出席歓迎です。
場所は上本町８丁目の日本語教育センターで、車

に分乗も可能です。
宜しくお願いします。

国際交流基金運営委員会報告 委員長　秀島　博規

能登豪雨災害支援金

10月8日 ¥21,000-
10月22日 ¥15,000-

合計　¥36,000-を10月24日に地区へ送付しました。

災害支援PJ委員会報告 委員長　大草　修

次回は、夜例会となります。お間違いの無いよう、よ
ろしくお願いいたします。
又、今年度もクリスマス家族会を開催します。ご家
族が参加しやすいように、金曜日の夜に設定いたしま
した。日時は、１２月１３日（金）１８：００分からと
ります。催し物は、楽しいショーやビンゴゲームなどを
予定していますのでご参加よろしくお願いいたしま
す。

次回は、夜例会となります。お間違いの無いよう、よ
ろしくお願いいたします。
又、今年度もクリスマス家族会を開催します。ご家

族が参加しやすいように、金曜日の夜に設定いたしま
した。日時は、１２月１３日（金）１８：００からとな
ります。催し物は、楽しいショーやビンゴゲームなどを
予定していますのでご参加よろしくお願いいたしま
す。

出席・親睦委員会報告 委員長　   小栗　隆

幹事報告 幹事：中森　恭平

10月22日【1844回】

会員数　 　 　 　 2 7 名
（内出席規定免除  8名）

出席会員   18名中 11名

出席免除会員  8名中  4名

休止会員 　　　　　1名

出 席 率 12/21 68.18%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 2名

出席総数　　　　 17名

前々回  18/21 Ｍ/Ｕ 3名

修正出席率 10月1日 281.82%



担当：濃添会員

ロータリー米山記念奨学事業は、日本のロータリーが
作り育てた独自の事業で、34地区、全地区が参加する多
地区合同プロジェクトです。一貫して、日本で学ぶ外国人
留学生を支援しております。

特徴として、奨学金の財源は、日本全国約８万人の
ロータリー会員の寄付です。また、年間の奨学生数は、約
900人、これまでに、約23,500人、131の国と地域の留
学生を支援してきました。そして世話クラブ・カウンセ
ラー制度です。
寄付総額は14億4,500万円となりました。規模が非常

に大きい事業であるにもかかわらず、管理費は支出のわ
ずか3％です。

2660地区個人平均寄付額は28,501円で全国2位で
す。本年度の当地区個人平均寄付目標額は　30,000円
です。皆様　この目標額をよろしくお願い致します。

米山奨学生の選考はまず、指定校を選定し、募集する
人数を決定します。
７月に　「米山記念奨学金　指定校ご担当者説明会」

を開催しこちらの求めている学生を推薦していただける
ようお願いします。
8月に奨学会より指定校と募集人数が公表され、1０月

に奨学会へ申込手続きを行います。
12月に面接委員オリエンテーションを行いこの日に担
当グループの学生が書いた書類を持ち帰り、書類審査の
選考を行います。
面接委員は委員会メンバーの他、ガバナーをはじめ地
区役員の方々にお願をしています。
1月中旬に奨学生面接試験を行います。例年80-90名の

卓 話

担当：中村会員

米山奨学事業とは米山奨学事業とは
講師：地区米山奨学委員会
副委員長　松田　振興 様

推薦者に対し約25名の面接委員で、グループ、個人面接
を行いその日のうちに採点の集計をします。
その後すぐ面接日に集計した採点を取りまとめ、各学
生の合計点を出し、順位を決めます。以前からの取り決
めを尊重しながら、その順位表を基に採用者を決定しま
す。
次に、配属クラブを決めていきます。世話クラブについ

てのアンケートより配属希望のクラブごとに寄付額等に
係数を掛けた式に基づき順位を決定、配属を決めていき
ます。配属につきましては、採用者の曜日の都合、利便
性、ハラル、クラブの意向等を考慮して決定します。
海外応募者対象奨学金の申込者に対して、面接、選
考、配属を行います。
その後　4月の奨学生オリエンテーションで採用者は
各種確認書類にサインをして、晴れて奨学生となります。
一年間かけて採用の準備をしていること、ご理解いた

だけますと幸いです。

そして、危機管理についてです。
米山奨学生は、ほぼ全員が成人しているとはいえ、ま

だ大学・大学院で勉強する学生です。彼らの安全を常に
気にかけてください。
また、異性の奨学生と2名で行動することはできるだけ
避けてください。
奨学生は外国人です。レイシャルハラスメント（レイハ

ラ）には十分注意をお願いいたします。




